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主論文 

Differential expression of estrogen receptor subtypes in ovarian high-grade serous 

carcinoma and clear cell carcinoma 

（卵巣高異型度漿液性癌と明細胞癌におけるエストロゲン受容体の発現） 

（著者：小作大賢、大石徹郎、川村直、飯田祐基、小松宏彰、工藤明子、千酌潤、 

佐藤慎也、原田省） 

令和3年 Reproductive Medicine and Biology 掲載予定 
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審 査 結 果 の 要 旨 

 

本研究では卵巣高異型度漿液性癌（以下、漿液性癌）および明細胞癌について、初回手

術時に採取した腫瘍組織を用いて、ERα、ERβ、およびGPER-1タンパク発現と臨床病理学

的因子及び予後との関連を検討した。漿液性癌では、ERαまたは細胞質内GPER-1の高発現

患者は有意に予後不良であり、多変量解析の結果、細胞質内GPER-1発現が無増悪生存期間

における独立予後因子であった。明細胞癌では有意差は見られなかった。漿液性癌細胞株

にsiRNAを導入し、GPER-1遺伝子発現の抑制を行うと、細胞増殖が40%程度抑制された。ま

たGPER-1アンタゴニストを漿液性癌細胞株に添加すると、細胞増殖は濃度依存性に抑制さ

れた。以上の結果より、漿液性癌では細胞質内GPER-1発現は細胞増殖を促進している可能

性が示唆された。以上より、本論文は婦人科腫瘍学の分野で、明らかに学術水準を高めた

ものと認める。 

 


